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？縷閃光を見たかP
Green　Flash
（或る會員の質疑に答へて）
山　本　生　LYamαnzoto
　天：文家の多くは，緑閃光といふ美しい現象を知ってみる．割り合びから言ふ
と，日本人よりも欧米の天：文家の方が，この緑閃光をもつと樂しむやうである
が，之れは，日本の天文記者は，今まで机上の理論家が多くて，實際の天骨豊
や，其の他の現象を眼で見ることに興味を有たなかったからである．
　線閃光，崩ちGreen　Flashといふものは，日波，叉は，日出の時に極めて
短時間だけ見えるものだが，實に美しく，眼畳めるやうに吾々を遍しませるも
のである．之れを最も容易に見ることの出來るチャンスは大洋を航海中の船の
甲板からである．
　晴れた日に：，ぴろい海洋を航海中，太陽がだん々々西に傾いて，既にあのマ
ン丸い輝いた形の大部分が，水4線の下に沈み，さて，今1事業時間の後に
は，樹，水雫線上に淺ってみる太陽の，最後の光像までが，淡しようとする
一其の一瞬問といびたいほどの痔に，今まで赤々と輝いてみた太陽が，急に
其の色があせて，そして鮮やかに美麗な緑色に攣じ，其の線色のまSで，水線
のあちらに渡入するのである．物言ふ暇も何も無い．只，眞にアツ1　と言っ
てみる間の出紅葉である．
　勿論，この線閃光を見るためには，室が晴れてみなければ駄目である．殊に
日渡直前の西の低い室の，つまり太陽の周圃の室が立振に晴れてみなければな
らない．天頂にも，其の他，室一面が晴れてみても，太陽附近に雲があっては
何にもならなV・ことが多い．否，眼で見てみて，太陽附近に，雲らしい雲の見
えない時がある一それでも，實は転回がならない．いよ々k太陽が：水手線に
劃して第一燭となる其の瞬蘭に，何だかモや更々と，光りを妨げるものが見付
かることがある．其れで，萬事おしまぴだ．しかし，叉，其の反封に，“どう
も今日は室に雲があって，緑閃光など，見えさうにない1”と，あきらめて，
悲襯し・てるる時にも，いよ々・々日渡といふ時刻が追って來ると，妙に，太陽附
近だけが良く晴れてみて，思ぴがけなくも，美しV・線光を見ることがある．眞
に油噺は禁物である．所謂“最：後の一一分間まで”，否，．この場合は，最後の一
秒まで，注意して日波を観察することである．
　普通，緑閃光を見るのは，肉眼で見るのである．人なみの眼でさへあれば，
見えるものである．しかしながら，水乎線あたりには，’とかく，雲か，或は雲
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でなくとも，霧やもやの淡いものが在夢がちであって，光を遮ぎるほど濃厚な
場合でなくても，幾らかでも此の美しい現象を淡める作用をするととがあるか
ら，本當は，只1肉眼だけでなしに，双眼鏡を用ぴるのが良い。さうすれば・
緑閃光と，其の前後に現はれるあらゆる珍ちしい現象を十二分に慨しむことが
出生る．
　双眼鏡よりも，望遠鏡の方が更に良いと言っても宜かろう．しかし，船の甲
板上では，普通の場合，望遠鏡などは手に入らなかったり，持ち合はせなかっ
たりするのが普通であるし，叉，船が波のために縄えす揺れがちのものである
から，かりに望遠鏡を使用する機翼があっても，10倍以上の倍率は使へない．
やはり，双耳艮鏡カミ最：も良い．
　緑閃光は，しかし，決して船の上に限ったものではないこと勿論である．陸
上でも恥い．只，其の場所が，西方に開けてみて，何物も妨げをせす，海の水
4線上に日淡を自卸こ眺め得る場所ならば良いわけである．我が日本は，海國
であるから，海岸に立って，水子線のかなたに太陽が沈む景色を見得る場所は
可なり澤山あることだろうと思ふ．
　繰り返すやうだが，前記の望遠鏡使用の可能性について，陸上ならば，足元
が揺れる心配は無いのであるから，〉・くらでも大きい倍率の望遠鏡が，何の心
配もなく使へるわけである．讃者は，いろk々試験して見られるのも良いでせ
う．・一型，しかし，後にも記す如く，緑閃光なるものは，未だ正艦のハツキ
リ知れてみないものであるし，太陽のあの像が攣光攣黙する現象なのであるか
ら，ムヤミに大きい，何百倍と言ったやうな高倍率を使用すると，結局，太陽
像のホンの一部分のみを見ることになり，叉，とかく，～二うした望遠鏡では，
幾枚もレンズの中を光が通るために，セツカクの美しい光の色があせて，美し
くも何とも無いものになって了ぴ，一瞬的な宇宙の感激を朱ふことにもなる場
合が無いとも限らなh．やはり，双眼鏡が最：も適當である．双眼鏡ならば現象
の美しさを満喫することが出來，100パーセントの感激を味はふことが出羽る，
　さて，上記の記事は，ごく普通の場合を，ありのまXに書いたのであって，
條件さへ良ければ，誰でも此の程度の仮字を樂しむことが出來る．一とdう
が，自分は，　t／t今まで幾度となく緑閃光を見たうちに，海上に於いてではなく
て，陸上で，叉，水手綜に算する太陽でなしに，遠方の山のアウトラaンに太
陽が沈んで行く場合を注意深く見守って，やはり立派な緑閃光を見たこともあ
る．しかしながら，こうして山の端に包み行く太陽に，緑閃光が見えるのは，
いつも必ず見えるといふものではない．自分は，やはり，陸上で山に沈む太陽
を見守りながら，失敗した経験を澤山有ってみる．海上でならば，晴れた西の
室に於v・て，緑閃光は，10回のうち，8圓までは必ず見えるものである．（見え
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ないのが，10回のうち，2回あるのは，淡いもやや雲に妨げられるのであるら
しい）しかし，陸上では，10回のうち，8回までは見えなV・．何故，陸上に於
ける緑閃光が見にくいものであるか？　之れは未解決の問題であるが，之れは
：或る意味に於ては，緑閃光の本質の問題とも關回すると思はれる．とにかく，
陸上の山の蔭に線閃光が比較的に見難いとV・ふ事實は，山の距離と，叉其の上
に生えてみる樹木の大きさ等によるらしいとも考へられる．つまり，山の樹木
の二黒占に太陽が湿しても，幹や枝の間から太陽の光球が見えてみるやうな時に
は，緑閃光は見えにくいものらしV・．
　線閃光は，“地球による目蝕”の一種のやうなものである．皆既日蝕のあの
鎗二蝕の時に相噛して，太陽の光球が月の背後に渡し去り，内部コロナが見え
始めるやうな瞬間に似てみるわけである．して見ると，緑閃光のあの鮮やかな
緑の色はコロナの光波中の5303Aの色か？　と考へられる人もあるか知れなv・
が，しかし之れはマサカ1　と思はれる．
　多くの天文家は，緑閃光を心理的，叉は眼の生理的な現象であると考へてる
る．又，番目學者の中には，あれは室i氣中の日光の吸牧による光學現象である
とも考へてるるやうである．しかし，砦之れは憶測であって，確i登は無い．ど
うしても，痴れは，分光器や分光爲眞儀等を使用して，正確に，・急激的な面擦
が獲られるまで，もっと眞面目に研究すべきものである．さしあたり，之れば
黄道光の専門家などの研究事項であろう．
　線閃光が，朝，Eの出の際に見えるか，どうか？　之れも肯定する人，：否定
する人，いろ々・eである．自分も，今までに幾度か，航海中に朝早く起きて，、
簸れを注目したことがある．しかし，日蝕の場合の“生光”に當る此の一瞬を
掴むことが面々困難で，自分の経験から，六宮なととを言ひ得ない．之れも，
海上に於いて，又，陸上に於いて，多くの富者たちが熱心に観察研究せられん
ことが望ましい．
　夏でも，冬でも，いつでも観察は出來るのである．（絡）
　警告　本會の原動力たる會費は，本會規則第6條にもあります如く，前
納されて初めて，本日が維螢維持出誇る制度であります黒占を御了解下さ
れ，此際愈員各位の御協力を得て，一層西入の確實を期し度く存じます．
何卒この事を御諒承の上，「前金切」の方は，新年度市費の納入を働乱し
て頂き度く切に希望する次第であります．
　念の爲：　昭瓢7隼田螺費は　年額4圓です
東轍囎急報麟潔向駄）麟籟・圏鰹黒々脾・翻蠣
東回ルチン（月轍行・麟年翻・・銭礁曾鍵・圃・・淺
鷹召會員は會費免除憲召叉は從軍される場合は直に其旨御申出下さい．
